
富士通では、メインフレームのサービスを2035年に終息
させる発表があり、IBMでは、基幹システム自身の統廃合
とクラウド化が進行しています。日立製作所は2017年に
ハード生産から撤退しIBMからハードを供給しつつソフト
開発に焦点を置き換えています。
メインフレームの堅牢性、安定性、拡張性と、クラウドネ
イティブなアプリケーションの俊敏性と柔軟性。これら全
てを提供することが、企業におけるシステム全体のモダナ
イズにつながるものとIBMは提言しています。
システムを移行するのか、インタフェースにより融合拡張
利用するかは企業単位で今後検討推進すべき課題となりま
す。その方向を見出すうえで、現在のシステム状況を確認
する調査・棚卸は重要な要素となります。

移行や整理のために、基幹システムのプロセスの現状調査を
行う際には、どのデータ資産がどれくらい、どこに存在して
いるかを判定する必要があります。棚卸ではデータセット名、
メンバ名単位でどのJOBで利用されているかを確認していき
ます。その際には、メンバ内に記録されている特定データ
（データセット名、ボリューム名、ユーザ名など）を検出す
る必要があります。この際にはデータセット内の全メンバを
対象として文字検索ができる機能が役立ちます。
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ツールの活用で基幹システムの棚卸と効率化を実現しよう
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簡単豊富なパラメータで対象を検索

出力結果では検索に合致したメンバ名とその内容を表示

システムパラメータ内容を比較して視覚的に差異を判定

また、棚卸後にリライトや更新、区画単位のパラメータ差
異などを証跡として記録するには、ソースコード内の更
新・差異内容を比較出力する機能が有用となるでしょう。

COBOLソースの新旧比較で修正箇所を判別

システム改修やバージョンアップでは、システムパラメー
タ値の変更もあります。誤った修正が反映されないよう、
パラメータ変更のチェックも重要です。

実行中、実行後のバッチJOBの出力を管理者がチェックす
るにはユーザ間での実行ジョブの結果リストを一括して操
作できる機能が役立ちます。

実行結果リストをユーザをまたいで一括表示、処理
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<M=@UPDATE>                                                                    
1       //STEPLIB  DD  DISP=SHR,DSN=PROD01.V5R920.LOAD                       
1       //STEPLIB   DD DISP=SHR,DSN=PROD02.V5R920.LOAD                       
1       //STEPLIB   DD DISP=SHR,DSN=TEST01.V1R3M4.LOAD                       
<M=@VOLCON>                                                                    
1       //UTILITY.STEPLIB DD DISP=SHR,DSN=PROD2.V5R920.LOAD                
<M=ACCEPT>                                                                     
1       //STEPLIB  DD DISP=SHR,DSN=TEST01.V1R3M4.LOAD                           
<M=AFTER>                                                                      
1       //STEPLIB  DD       DSN=K90L.LOAD,DISP=SHR                             
1       //STEPLIB  DD       DSN=K90L.LOAD,DISP=SHR                             
1       //STEPLIB  DD       DSN=C10L.LOAD,DISP=SHR                             
1       //STEPLIB  DD       DSN=C10L.LOAD,DISP=SHR                             
<M=AMCOMP>                                                                     
1       //STEPLIB  DD DISP=SHR,DSN=MIGPROD.COMP710.LOADLIB                      
<M=AMLIST2>                                                                    
1       //STEPLIB   DD DSN=PROD02.SYNC.LINKLIB,UNIT=SYSDA,DISP=SHR          
<M=AMSORT>                                                                     
1       //STEPLIB   DD DSN=PROD02.SYNC.LINKLIB,UNIT=SYSDA,DISP=SHR          
<M=AM04>                                                                       
1       //STEPLIB   DD DSN=TEST02.SYNCTEST.LINKLIB,DISP=SHR 
<M=AM05>                                                                       
1       //STEPLIB   DD DSN=TEST01.SYNC.LINKLIB,UNIT=SYSDA,DISP=SHR   

LINE=(80,ALPHA),CASE=MONO                                             
SCAN,FORIN=(1-70,EQ,C'STEPLIB'),FORIN=(1-70,EQ,C'JOBLIB')             
MBRHDR=COND 

ジョブ名     番号 状態    クラス  宛先      優先  順位     行数   頁数  復帰 
   AUTOSUB  STC 1095 HOLD      A     LOCAL       1      1       20      1  **** 

ASPLD002 JOB 1791 WAIT      E     LOCAL      14      1    3,597     55  **** 
ASPLD121 JOB 1790 WAIT      E     LOCAL      14      2      131      2  **** 
BOSKE222 JOB 2183 WAIT      G     LOCAL      10      9    1,350     21  **** 
BOSPD135 JOB 2164 HOLD      G     LOCAL      14     10        7      1  **** 
BOSPD145 JOB 2164 WAIT      G     LOCAL      14     11    1,088     17  **** 
BOSKE152 JOB 2092 WAIT      G     LOCAL      14     17    1,351     21  **** 
BOSKE152 JOB 2006 WAIT      G     LOCAL      14     22    1,350     21  **** 
BOSSMRR1 JOB 1979 WAIT      G     LOCAL      14     23      322      5  **** 
BOSSMRR0 JOB 8057 HOLD      G     LOCAL      14     24        8      1  **** 
BOSSMRR0 JOB 8057 WAIT      G     LOCAL      14     25      200      4  **** 
ASPLD001 JOB 1923 WAIT      G     LOCAL      14     28      832     13  **** 
ASPLD000 JOB 1922 WAIT      G     LOCAL      14     29      642     10  **** 
ASPLD00@ JOB 1920 WAIT      G     LOCAL      14     30       30      1  **** 
BOSKE002 JOB 1907 WAIT      G     LOCAL      14     31    1,351     21  **** 
ASPLD00@ JOB 1788 WAIT      G     LOCAL      14     35       82      2  **** 
BOS14442 JOB 1785 WAIT      G     LOCAL      14     36    1,351     21  **** 
BOS14442 JOB 1701 WAIT      G     LOCAL      14     37    1,280     20  **** 
BOS14442 JOB 1700 WAIT      G     LOCAL      14     38    1,017     16  **** 

IOF DISPLAY --- 実行完了 - ALL - 25 --------------------- 行 00001   欄 001 059
コマンド ===>                                                 移動量 ===> CUR 
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また、コンソールLOGを許可ユーザがいつでも見れたり、
必要に応じて自由にコンソールコマンドを投入できる環境
が効率を促進してくれるはずです。

コンソールをシミュレーションして参照、コマンド投入

テストデータ生成ツールの再選定で効率化

棚卸や移行計画において、利用ツールの再選定で効率化を
図ることも可能です。
移行や更改時に必要となるテストケースでは、本番データ
になるべく近い形でテストデータを使用することが望まし
いです。このテストデータの生成を各自でプログラミング
して再利用するケースが多いですが、にその継続保守が大
きな課題となります。この場合、汎用的なテストデータの
生成ユーティリティを採用することでメンテナンス負荷も
軽減されるでしょう。

このデータは汎用マスキングツールを利用して本番データ
をテスト用に再加工したものです。氏名部分に特殊なアイ
デンティティファイヤを埋め込むことで、これが汎用ツー
ルで生成されたことを証明しています。苗字は苗字らしく、
氏名は氏名らしく変換できることが特徴となっています。

システム自身の負荷軽減も効率化の一助となります。特に、
バッチ処理の20-30％を占めるといわれるデータ加工処理
（ソート、マージ、結合、データ変換）の効率化を図る
ツールを導入することで、システム全体のパフォーマンス
を上げることが可能となります。

ソート、マージ、加工能力アップで効率化

(中略)

富士通ソートの入れ替えによる効率化

IBM DFSORTの入れ替えによる効率化

基幹システムを今後どのように再構成するかは、各社で検
討・決定すべき事項です。ただその残された時間はそれほ
ど多くはありません。ツールの活用やコンサルティングの
利用で、いち早くその方針を決め、アクションを取る必要
があるものと考えます。
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